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研究成果の概要（和文）：本研究では、誰でも簡便に行うことができるオーラルディアドコキネシス（口腔機能
評価方法のひとつ）の開発を基に、口腔機能とサルコペニアの関係を検討した。サルコペニアとは加齢に伴って
生じる骨格筋量と骨格筋力の低下のことである。既存のオーラルディアドコキネシスより簡便な評価法を開発
し、サルコペニアになる確率が高い群と低い群では、残っている歯の数と噛む力において相関関係があることが
わかった。サルコペニアになる確率が高い群では、残っている歯の数が少なく噛む力が弱い傾向があり、サルコ
ペニアになる確率が低い群では、残っている歯の数が多く、噛む力が強い傾向があるということになった。

研究成果の概要（英文）：In this study, I investigated Development of simplified evaluation method of
 Sarcopenia with  Oral diadochokinesis(One of the Oral function evaluation method) and relationship 
between Oral diadochokinesis (simplified method) ,sarcopenia and oral environment.There was quite a 
correlation Sarcopenia Probability with occlusal force and number of remaining teeth . 

研究分野：補綴系歯学関連

キーワード： オーラルディアドコキネシス　サルコペニア　口腔機能
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢者の自立度が向上することで高齢者自身のQOLも向上するとともに、周りのひと（家族や介護士、高齢者を
取り囲むすべての人）のQOLも向上することは確実である。そこで
サルコぺニアを予防、サルコぺニアの進行度を把握し、重症化させないことが重要であるある。これらの予防に
は、可能な限り早期の段階からサルコぺニアの病状に気づかねばならぬ必要性が高い。簡便な評価法であらば、
実施される機会が増え、サルコぺニアの手前、オ－ラルフレイルも見逃さず、早期に適切な予防を提供すること
が可能と考えられる。本研究は早期予防の観点から、自立高齢者の向上に確実に貢献することができ、将来日本
国にとって大きな意味を持つ研究だ。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（１）我が国では、世界に例のない高齢化が進んでいる。2025年には高齢者人口が約 3.500
万人とピークを迎え、後期高齢者人口は全人口の 20%を占めると予想されている。
2050年には国民の 4割が高齢者となり、高齢者 1人を 1.2人の現役世代が支える社会
が来ることが見込まれている。このような社会で重要になることが、高齢者の自立生
活であり、その自立生活を妨げる大きな要因となっているものに、「サルコぺニア（筋
肉量と筋力・身体機能の低下）」が挙げられる。サルコぺニアに陥る要因の一つに、
低栄養を引き起こす「口腔機能の虚弱＝オーラルフレイル」が挙げられ、そこからサ
ルコぺニアへ繋がってゆく。 
（２）サルコぺニアのスクリーニング法はすでに存在しているが、握力計やメジャーなど
道具が必要であり、一般人が身近に評価できる方法はないのが現実である。そこで我々
は口腔機能、特に口腔の運動を検査する「オーラルディアドコキネシス」に注目し、
新しく簡便なサルコペニア評価法を開発したいと考えた。 

 
２．研究の目的 

 
 本研究は、口腔機能評価法のオーラルディアドコキネシスに注目し、独自に簡易オーラルデ
ィアドコキネシスを考案、ベッドサイドで簡便に行えるサルコぺニア進行度評価法への応用に
展開するため、サルコぺニアとの相関性を明らかにすることを目的としている。 
 
（１）先行研究を渉猟すると、サルコぺニアは些細な「虚弱」から始まる。多次元の虚弱が重
なり合うことで負のスパイラルが進行し、最終的にサルコぺニアとなっていく。この負の
スパイラルに陥る前段階で早急に虚弱に気づき、予防することが重要であるが、特に「口
腔の虚弱＝オーラルフレイル」という概念から高齢者の食力の維持・向上を目指すことが
大きくサルコぺニア予防に貢献すると言われている。（飯島勝矢、日補綴会誌 2015）。 
また、サルコぺニアは認知機能との関連性も報告されており、筋肉量、筋力及び身体機能
の低下とサルコぺニアはそれぞれ認知機能の関連要因であり、認知機能が低下するリスク
が高いこともわかっている（谷口ら、日老医誌 2015）。 

 
（２）我々のこれまでの研究結果より、口腔機能が人間の高次脳機能に刺激を与え、深い関わ
りを持っていることは容易に想像できる。高齢者の自立度を低下させる要因の一つである
サルコぺニアの進行度を「誰でも・どこでも・簡単に」そして「身近に」評価できる方法
があれば、非常に有用なものになるのではないかとの発想にいたった。申請者らが注目し
たものは、オーラルディアドコキネシスである。これは口腔機能を、特に口腔の運動を検
査する方法であるが、こちらも正規の方法で行うと、特別な解析ソフトやパソコンが必要
となり、簡便とは言えない。 
我々は、ベッドサイドでも気軽にできる簡易オーラルディアドコキネシスを考案し、その
結果と既存のスクリーニング法を使用したサルコぺニア群との相関を分析することで、口
腔機能とサルコぺニア群の関連性を明らかにするとともに、新たなサルコぺニアの進行度
評価法を開発したいと考える。 

 
３．研究の方法 
 
  主に下記にの段階で進める 
① 自立高齢者への調査協力依頼 
② データ収集に必要な手技の確立 
③ データ収集・解析（口腔内検査・口腔関連 QOL・BMI・サルコぺニアスクリーニング評
価・オーラルディアドコキネシス・簡易オーラルディアドコキネシス） 
④ 簡易オーラルディアドコキネシスを用いたサルコぺニア進行度評価法開発の検討 
 
<データ収集について> 
① オーラルディアドコキネシス（IC法） 
先行研究にてよく用いられている単音節/pa/, /ta/, /ka/の各々、および/pataka/につい
て、5 秒間に可能な限り反復して発音するように指示し、その内容をリニア PCM 形式ボイ



スレコーダーに録音する。録音された音声は、音響分析ソフトを用いて、各々のオーラル
ディアドコキネシスの評価値を求める。PCM 形式で録音された音声ファイルを分析ソフト
に取り込み、画面に表示されたオーラルディアドコキネシスの波形より 5 秒間を抽出し、
音声を再生、聴覚的に構音の誤りがないか確認した後、5 秒間の波形数を数え、その数を
オーラルディアドコキネシスの回数とする。 
※IC法はこれまでの調査でも行ってきており、手技的な問題はない。 
②簡易オーラルディアドコキネシス 
  オーラルディアドコキネシス（IC 法）では、録音機器、音声分析ソフトや PC などが必要
となり、簡単に結果を解析することができない。今回申請者らが考案する簡易オーラルデ
ィアドコキネシスは、録音機器を使用せず、時計の秒針を用いて、その場で被験者の音声
を耳で聴き、聴覚的に確認できる範囲のものをカウントするという方法である。被験者に
は規定時間内の、「ぱ」、「た」、「か」、「ぱたか」を可能発音回数あるいは「ぱ」、「た」、「か」、
「ぱたか」を規定回数言い終わるまでの時間を計測し、評価に利用する。 
② 口腔関連 QOL 
  口腔関連 QOL の指標として世界的に広く用いられている Oral Hearth Impact Profile
（OHIP）と Geriatric Oral Health Assessment（GOHAI）の日本語版を用い口腔関連 QOL を    
調査する。 
④口腔内検査 
  口腔内の残存歯数と咬合接触関係、義歯の有無を調査。データ保存のため、口腔内と義歯
の写真をそれぞれ別に撮影する。咬合接触関係はプレスケールにて調査する。 
⑤サルコぺニアスクリーニング 
  石井らが作成したサルコぺニアスクリーニング法を用いて評価するため、年齢・握力・下
腿周囲長を計測する。握力と下腿周囲長は既存の握力計とメジャーを使用。握力は左右で
2回ずつ計 4回計測し、数値の一番高いものを使用する。 
⑥BMI 指数＜担当：佐々木、豊下、河野、川西＞ 
  身長と体重測定より BMI 指数を算出。WHO の判定基準等を参考に、栄養状態によるクラス
分けを行う。 
 
<データ分析について> 
①オーラルディアドコキネシス（IC 法）と簡易オーラルディアドコキネシスの相関について 
 同一被験者において、両オーラルディアドコキネシスの結果を比較。簡易オーラルディアド
コキネシスが IC法の簡便な代用方法となることを確認する。 
②オーラルディアドコキネシス（IC 法）とサルコぺニアの相関について 
 両者の相関性を分析することで、口腔機能の低下とサルコぺニアの関連性を明らかにする。 
③簡易オーラルディアドコキネシスとサルコぺニアの相関について 
 両者の相関性を分析することで、簡易版の結果とサルコぺニアの関連性を明らかにする。 
 
４．研究成果 
 
（１）オーラルディアドコキネシス（IC法）と簡易オーラルディアドコキネシスの相関につい   
て 
 IC 法で採取したデータ 135 人分から被験者 6人分のデータを無作為に抽出し，検査者 4名の
簡易法によるデータ採取を行った．このデータから、同一検者による IC 法と簡易法の信頼性と
簡易法における検者間の信頼性を検討した。おれぞれκ係数が 0.82、0.62 となり、完全一致率
は 95％、83％となった。この結果より、簡易オーラルディアドコキネシスは信頼性が高いこと
がわかった。 
 
（２）オーラルディアドコキネシスとサルコペニアの相関について 
 サルコペニア確立とオーラルディアドコキネシス（IC 法と簡易法）の相関について、採取し
た 222 人分のデータで相関関係を調べたが、残念ながら両者の間に相関関係はなかった。 
 しかし、サルコペニア確立と残存歯数、咬合力の間には、負の相関関係が認められた。サル
コペニア確立を 4 段階に分け（１群：≦25％、２群 26～50％、３群 51～75％、４群 76％≦）、
それぞれの群間における残存歯数と咬合力の関係について、Kruskal-Wallis test と 
Mann-Whitney U test を行った。その結果、残存歯数と咬合力どちらも、1群と 3群、1群と 4
群との間に有意な差を認めた。この結果より、口腔機能がサルコペニアに影響を及ぼしている
であろうことが示唆された。 
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